
 
 

 

  

大
阪
平
和
委
員
会
、
大
阪
原
水
協
、

大
阪
革
新
懇
、
大
阪
労
連
の
４
団
体

は
、
１１
月
２８
日
午
後
６
時
時
か
ら
７

時
ま
で
Ｊ
Ｒ
京
橋
駅
前(

Ｊ
Ｒ
と
京
阪

の
通
路)
で
「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
」

を
求
め
る
行
動
を 

４０
人
の
参
加
で
実

施
し
ま
し
た
。 

 

司
会
は
、
大
阪
革
新
の
大
原
事
務

局
長
が
勤
め
、
上
羽
事
務
局
長
や
大
阪

原
水
協
の
橋
口
事
務
局
長
な
ど
が
マ
イ

ク
を
持
ち
、
家
路
を
急
ぐ
人
々
に
次
の

よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。  

「
中
東
の
パ
レ
ス
・
ガ
ザ
地
区
で
の

ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の 

戦
闘
は
今

は
一
時
中
断
と
な
り
双
方
の
人
質
の
解

放
も
行
わ
れ 

て
い
る
。
ガ
ザ
地
区
は

南
北
の
全
長
が
約
４１
ｋ
ｍ
、
東
西
の

幅 

が
約
１０
ｋ
ｍ
の
長
方
形
で
、
そ
の

面
積
は
３
６
５
平
方
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル

し
か
な
い
。
種
子
島
よ
り
小
さ
な
場
所

に
約
２
３
０
万
人
と
も
い
わ
れ
る
パ
レ

ス
人
が
住
ん
で
い
る
。
失
業
率
が
人 

口
の
４５
％
以
上
も
あ
り
、
二
人
に
一

人
の
割
合
で
職
が
な
い
。
ガ
ザ
は
“
天

井
な
き
牢
獄
”
と
言
わ
れ
て
き
た
」 

「
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
現
在
は
一

時
停
戦
を
延
長
中
だ
が
、
即
刻
停
戦
お

よ
び
人
質
の
解
放
を
行
う
べ
き
だ
。
そ 

     

 

   

           れ
が
人
道
的
悲
劇
の
回
避
と
平
和
の
実

現
に
つ
な
が
る
」  

こ
の
行
動
で
は
、
寄
せ
書
き
を
し
て

も
ら
う
た
め
ボ
ー
ド
を
用
意
し
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
方
が
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
今
す
ぐ
戦
争
止
め
て
。
人
の
生
命

は
み
ん
な
平
等
！
」 

「
武
力
に
よ
る
争
い
よ
り
も
話
し
合 

い
を
」 

「
普
段
の
生
活
の
中
で
私
た
ち
は
知

ら
ず
に
戦
争
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
戦
争
を
止
め
な
い
と
こ
の

私
た
ち
の
未
来
が
あ
ぶ
な
い
こ
と

を
こ
の
戦
争
を
通
し
て
も
っ
と
知

っ
て
ほ
し
い
」 

   

大
阪
平
和
委
員
会
、
大
阪
労
連
、

大
阪
原
水
協
、
大
阪
革
新
懇
の
４

団
体
は
、
１１
月
１７
日
の
午
前
中
、

自
民
党
大
阪
府
支
部
連
合
会
と
公

明
党
大
阪
府
本
部
を
訪
問
し
、

「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
武
力
行
使
の
中

止
を
求
め
る
」
要
請
文
を
手
交
し

ま
し
た
。 

 

自
民
党
は
、
４
団
体
の
代
表
を
事

務
所
内
に
招
き
入
れ
、
「
イ
ス
ラ
エ

ル
に
武
力
行
使
の
中
止
を
求
め
る―

貴
党
は
暴
力
の
悪
循
環
を
止
め
、
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
の
根
本
的
解
決
の
た

め
貴
党
は
抜
本
的
努
力
を
！
」
と
呼

び
か
け
る
要
請
文
を
受
理
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

公
明
党
は
ス
タ
ッ
フ
が
２
階
か
ら 

降
り
て
来
て
、
階
段
下
で
同
じ
要
請

文
を
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

   

 

上
記
の
自
民
党
と
公
明
党
へ
の
要

請
行
動
の
後
、
同
じ
４
団
体
は
１１
月

１７
日
の
正
午
か
ら
１
時
間
近
く
に
わ

た
り
、
淀
屋
橋
に
近
い
ア
メ
リ
カ
領

事
館
前
で
５０
人
の
参
加
で
「
ア
メ
リ

カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
軍
事
支
援
を

止
め
、
即
時
停
戦
を
働
き
か
け
て…

」

と
呼
び
か
け
る
集
会
を
持
ち
ま
し
た
。 

最
初
に
、
上
羽
事
務
局
長
が
、

「
午
前
中
に
４
団
体
で
政
権
与
党
２

党
の
事
務
所
を
訪
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
ガ
ザ
へ
の
無
差
別
爆
撃
を
止

め
る
よ
う
要
請
行
動
」
を
し
た
と
の

報
告
を
し
た
後
、
司
会
を
務
め
ま
し

た
。 

            

 

 

１１
月
９
日
、
八
尾
平
和
委
員
会
の

定
期
総
会
が
午
後
４
時
か
ら
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

総
会
前
の
午
後
２
時
か
ら
中
村
哲

さ
ん
の
「
荒
野
に
火
を
灯
す
」
の
映

画
会
が
行
わ
れ
、
６９
人
が
鑑
賞
。 

総
会
は
２９
人
の
参
加
で
し
た
。
総 

会
に
も
参
加
し
た
い
か
ら
と
う
い
こ

と
で
１
人
入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
が
こ
の
総
会
の
激

励
に
駆
け
付
け
、「
八
尾
は
和
泉
と

と
も
に
自
衛
隊
基
地
が
あ
る
と
こ
ろ

で
、
自
衛
隊
の
強
靭
化
が
狙
わ
れ
て

い
る
。
戦
争
に
な
れ
ば
攻
撃
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
。
こ
ん
な
動
き
を
押

し
と
ど
め
よ
う
。」
と
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
定
期
総
会
が
終
わ
っ
た
直
後
、

屋
久
島
沖
に
何
と
オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落

し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。 

              

生
野
区
平
和
委
員
会
は
、
１１
月
５

日
舎
利
寺
中
央
公
園
で
４
年
ぶ
り
に

開
か
れ
た
「
平
和
健
康
こ
ど
も
フ
ェ 

 

         

   

ス
タ
」
で
、
「
平
和
コ
ー
ナ
ー
・
茶

店
」
を
出
店
し
ま
し
た
。 

秋
晴
れ(

い
や
、
暑
か
っ
た)

の
な

か
、
な
つ
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
次
か
ら

次
へ
と
訪
れ
、
再
会
を
喜
び
合
い
ま

し
た
。
平
和
テ
ン
ト
の
前
に
は
、
中

央
に
大
き
く
「
平
和
の
た
め
の
準
備

を
！
」
、
左
側
に
「
話
し
合
い
で
解

決
を 

平
和
外
交
」
、
右
側
に
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
サ
イ
ン
を
」
の
た

れ
幕(

吉
田
一
江
さ
ん
作
成)

を
貼
り

出
し
、
平
和
委
員
会
を
参
加
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
前
の
机
に
は
、

こ
れ
ま
で
運
動
を
支
え
た
、
福
井
良

幸
さ
ん
、
小
寺
勲
さ
ん
、
雨
田
正
代

さ
ん
、
荒
井
計
子
さ
ん
、
「
若
手
」

の
植
山
茂
さ
ん
、
小
塩
明
さ
ん
、
平

和
委
員
会
の
吉
田
一
江
さ
ん
が
ズ
ラ

リ
と
揃
い
、
署
名
な
ど
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

生
野
区
平
和
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
休
止
と
な
っ
た
運
動
の
再
開
に

む
け
て
、
６
月
、
７
月
、
８
月
、
９

月
、
１０
月
と
有
志
で
会
議
を
開
催
し
、

今
後
の
「
楽
し
い
つ
ど
い
」
の
計
画

な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
糾
弾
！ 

生
野
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ 

自
公
両
党
に
要
請 

２３４０号 

 

米
領
事
館
に
抗
議

要
請 

八
尾
定
期
総
会
成
功

パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和

米
領
事
館
に
抗
議
要

請 

２３４０号

 

２０２３年１２月２５日(月) 

 

 

 

 

 

 



 

  

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
始
か
ら 

８
２
年
の 

１２ 

月
８
日
、
天
王
寺
区 

の

「
戦
争
あ
か
ん
平
和
パ
レ
ー
ド
実
行
委

員
会
」
は 

１２ 

時
に
天
王
寺
区 

の
東
高

津
公
園
に
集
合
し
、
集
会
と
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。
集
会
で
は
主
催
者
挨

拶
（
西
来
さ
ん
・
憲
法
共
同
セ
ン
タ

ー
）
、
地
域
か
ら
は
新
婦
人
・
橋
本
さ

ん
、
民
青
・
園
部
さ
ん
、
府
高
教
・
岩

佐
さ
ん
、
大
阪
法
律
事
務
所
・
加
苅
弁

護
士
が
各
団
体
の
戦
争
ス
ト
ッ
プ
の
決

意
が
の
べ
ら
れ
、
集
会
最
後
に
郷
原
さ

ん
が
「
集
会
決
議
」
を
読
み
上
げ
拍
手

で
確
認
、
パ
レ
ー
ド
に
う
つ
り
ま
し
た
。

（
１１ 

時
か
ら
は
上
六
で
「
赤
紙
配
り
」 

を
行
い
、
そ
の
足
で
こ
の
集
会
に
参
加

さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
） 

１２ 

時 

１５ 

分
か
ら 

１２ 

時 

４５ 

分
ま
で
、
上
本
町 

４ 

丁
目
か
ら
上
本
町
７
丁
目
ま
で
の

上
町
筋
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
な
が

ら
「
戦
争
ス
ト
ッ
プ
。
イ
ス
ラ
エ
ル

は
直
ち
に
攻
撃
を
止
め
ろ
」
「
誰
の

こ
ど
も
も 

殺
さ
せ
な
い
」
「
憲
法
い

か
し
た
平
和
外
交
を
」
「
万
博
・
カ
ジ

ノ
は
税 

金
の
無
駄
使
い
」
「
万
博
・

カ
ジ
ノ
は
中
止
せ
よ
！
」
と
沿
道
を
行

く
人
々
も
私
た
ち
の
パ
レ
ー
ド
に
注
目 

し
、
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
、
「
頑
張 

         

   

っ
て
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
、
ス
マ
ホ

で
パ
レ
ー
ド
を
写
す
人
も
い
て
、
ア
ピ

ー
ル
で
き
ま
し
た
。 

と
て
も
気
持
ち

の
い
い
穏
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
て
、

「
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け 

な
が
ら
楽
し
く
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
少
な
か
っ
た
け

ど
、
道
行
く
人
々
に
訴
え
ら
れ
て
、
よ

か
っ
た
。
行 

動
す
る
と
元
気
に
な
り

ま
す
ね
」
「
天
王
寺
区
内
の
団
体
と
つ

な
が
り
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
ま
た
や

り
ま
し
ょ
う
」 

と
。
（
参
加
者

 ３５ 

名
）

１
日
も
早
く
戦
争
を
止
め
る
た
め
に
、

声
上
げ
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

【
天
王
寺
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
】 

  
 

 

  

旭
区
平
和
の
会
は
、
１１
月
１８
日

午
後
、
京
阪
千
林
駅
前
で
横
断
幕
を

か
か
げ
、
ガ
ザ
緊
急
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
１９
人
が
参
加
、
会
員
９

人
が
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
許
す
な
」

「
子
供
を
殺
す
な
」
「
ガ
ザ
攻
撃
中

止
」
「
即
時
停
戦
を
」
と
こ
も
ご
も

訴
え
ま
し
た
。
人
道
支
援
募
金
１
１

６
７
５
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

         

   

大 

阪 

原 

水 

協 

は
 １ ２ 

月 

６ 

日 

に 

上 

六 

の 

近 

鉄 

駅 

前 

に 

て 

６ 

・ 

９ 

行 

動 

を 

行 

い 

ま 

し 

た 

。 

参 

加 

者 

は 

１ ３ 

人 

で 

、 

高 

校 

生 

や 

外 

国 

人 

も 

署 

名 

し 

、 

１ ５ 

筆 

の 

署 

名 

が 

あ 

り 

ま 

し 

た 

。 

ス 

ピ 

ー 

チ 

は 

橋 

口 

大 

阪 

原 

水 

協 

事 

務 

局 

長 

、 

清 

水 

忠
史 

日 

本 

共 

産 

党 

前 

衆 

議 

院 

議 

員 

、 

長 

尾 

非 

核 

の 

会 

お 

お 

さ 

か 

常 

任 

世 

話 

人 

、 

鴻 

村 

大 

阪 

労 

連 

事 

務 

局 

次 

長 

、 

上 

羽 

大 

阪 

平 

和 

委 

員 

会 

事 

務 

局 

長 

が
行
い
ま
し
た
。 

            

 安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
は
、

１１
月
２３
日
淀
屋
橋
で
月
例
の
２３
行

動
を
１１
人
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
な
か
、
上
羽
事
務
局
長
も

こ
の
行
動
に
参
加
し
、
マ
イ
ク
を
持

ち
弁
士
と
し
て
次
の
よ
う
に
訴
え
ま

し
た
。 

「
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
国
民
は
営
業

も
暮
ら
し
も
た
い
へ
ん
な
の
に
、
岸

田
政
権
は
５
年
間
で
４
７
兆
円
も
の

軍
事
費
を
使
っ
て
１
発
５
億
円
も
す

る
ト
マ
ホ
ー
ク
４
０
０
発
な
ど
何
の

役
に
も
た
た
な
い
米
国
産
兵
器
を
大

量
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
」 

「
こ
ん
な
無
駄
使
い
は
や
め
さ
せ
、

軍
事
費
に
回
す
５
兆
円
は
、
大
学
の

授
業
料
の
無
償
化
（
１
・
８
兆
円
）

な
ど
く
ら
し
や
、
医
療
、
教
育
の
改

善
に
回
す
べ
き
だ
」 

、   

大
阪
平
和
委
員
会
は
１２
月
５
日
午

後
６
時
か
ら
１
時
間
半
に
わ
た
り
１１

月
度
の
常
任
理
事
会
を
１１
人
の
出
席

で
開
催
し
ま
し
た
。 

最
初
に
西
会
長
が
「
『
平
和
大
会

パ
ン
フ
』
は
戦
争
の
リ
ア
ル
を
明
ら

か
に
し
て
い
て
よ
く
で
き
て
い
る
」

な
ど
の
あ
い
さ
つ
。 

次
い
で
上
羽
事
務
局
長
が
、
５
頁

に
わ
た
る
議
案
書
を
も
と
に
１１
月
の

活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
１２
月
の

活
動
方
針
を
提
案
し
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
が
１０
月
の
活
動
と

し
て
言
及
し
た
の
は
次
の
三
件
。 

① 

ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
武
力

行
使
の
中
止
を
求
め
る
緊
急
行

動 

② 

コ
リ
ア
タ
ウ
ン
資
料
館
見
学
会

を
成
功
さ
せ
た
こ
と 

③ 

東
住
吉
が
７０
人
を
集
め
、
平
和

パ
レ
ー
ド
を
成
功
さ
せ
た
こ
と

(

高
齢
者
が
自
転
車
で
追
い
か
け

て
き
て
９
０
０
０
円
の
カ
ン
パ

を
寄
せ
て
く
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
圧
巻) 

事
務
局
長
報
告
の
後
、
地
域
と
職

場
か
ら
全
員
発
言
を
行
い
、
活
動
交

流
を
行
い
ま
し
た
。 

  

   

１２
月
１０
日
午
後
１
時
か
ら
２
時
間

に
わ
た
り
、
日
本
平
和
委
員
会
・
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
大
阪
平
和
委
員

会
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

関
西
２
府
４
県
の
平
和
委
員
会
の

代
表
が
９
名
参
加
す
る
と
と
も
に
、

日
本
平
和
委
員
会
か
ら
は
千
坂
事
務

局
長
、
岩
月
事
務
局
次
長
、
関
西
共

同
印
刷
勤
務
か
ら
日
本
平
和
員
会
専

従
と
な
っ
た
岩
本
事
務
局
員
の
３
名

が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
し
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
近
藤
理

事
長
と
上
羽
事
務
局
長
が
出
席
。 

上
羽
事
務
局
長
が
こ
の
会
議
の
司

会
を
務
め
、
近
藤
理
事
長
が
旭
区
で

の
仲
間
増
や
し
の
経
験
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。 

   
  

        

 

        【２０２４年１月行事案内】 

７日(日) 勤労協新春学習会 14：00  

９日(火) 「９の日」宣伝」12：15 南森町 

９日（火）12時 近鉄上本町 6・9行動 

10日(水) 大阪平和委員会理事会 18：00   

13 日(土) 京都市長選支援 14：00 ラボール京都４F 

20日(土) 全国常任理事会 9：00～18：00 

27日(土)  全国理事会 ZOOM 13：00  

28日(日)   〃 

  

安
保
宣
伝
に
協
力

リ
ア
タ
ウ
ン
散
策 

 
▼ 
開
会
集
会 

1
3
:
0
0

～1
5
:
3
0
 

宝
山
ホ
ー
ル
〔
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン

タ
ー
〕 

（
鹿
児
島
市
山
下
町5-3

） 
 

▼ 

学

び

と

交

流

の

つ

ど

い 

1
6
:
3
0

～1
8
:
3
0
 

鹿
児
島
市
内 

ⓐ 

青
年
交
流
企
画
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
私
た
ち
の
『
平

和
の
準
備
』
を
し
よ
う
」 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
４
会

議
室 

ⓑ 

韓
国
代
表
と
の
交
流 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
６
会

議
室 

ⓒ 

馬
毛
島
基
地
建
設
に
反
対

す
る
市
民
と
の
交
流 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

６
階
大
ホ
ー
ル 

ⓓ 

鹿
児
島
の
戦
争
と
平
和
の

歴
史
を
学
ぶ
つ
ど
い 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
５
会

議
室 

ⓔ 

九
州
の
軍
事
化
問
題
の
学

習
と
交
流 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

２
階
ホ
ー
ル 

ⓕ 

憲
法
９
条
に
も
と
づ
く
平

和
外
交
の
可
能
性
を
学
ぶ
つ

ど
い 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
３
会

議
室 

ⓖ 

オ
ス
プ
レ
イ
問
題
を
深
堀

す
る
交
流
会 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

２
階E

6

会
議
室 

ⓗ 

日
中
と
琉
球
の
歴
史
か
ら

台
湾
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い 

 
 

 
 

 

中
央
公
民
館
第
３
中

会
議
室 

 

１
１
月
１
２
（
日
） 

 

▼ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
分
科
会 

9
:
0
0

～11:
5
0
 

鹿
児
島
市
内 

国
際
シ
ン
ポ
「
軍
事
対
立
か

ら
抜
け
出
し
、
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
ア
ジ
ア
太
平
洋
を

つ
く
る
た
め
に
」 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

７
階
ホ
ー
ル 

分
科
会 

① 

「
戦
争
国
家
」
づ
く
り

の
大
軍
拡
に
反
対
す
る
運
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文

館
２
階
ホ
ー
ル ② 

大
軍
拡
路
線
反
対
と
結

ん
だ
全
国
の
基
地
闘
争
の
交

流 

宝
山
ホ
ー
ル
第
３

会
議
室 

 

③ 

軍
事
費
削
っ
て
暮
ら

し
、
医
療
、
教
育
に 

宝
山
ホ
ー
ル
第
５

会
議
室 

④ 

自
衛
隊
員
募
集
業
務
へ

の
自
治
体
な
ど
の
協
力
問
題 

中
央
公
民
館
第

1

中
会
議
室 

⑤ 

米
軍
被
害
Ｎ
Ｏ
！
日
米

地
位
協
定
改
定
を 

中
央
公
民
館
第
２

中
会
議
室 

⑥ 

歴
史
認
識
問
題
、
次
世

代
に
ど
う
戦
争
を
伝
え
て
い

く
の
か 

宝
山
ホ
ー
ル
第
４

会
議
室 

⑦
《 

入
門
編 

》
岸
田
政
権

の
軍
拡
路
線
に
対
抗
し
、
「
私

の
安
保
３
文
書
」
を
考
え
よ

う 

宝
山
ホ
ー
ル
第
６

会
議
室 

⑧
《 

動
く
分
科
会 

》
知
覧

特
攻
平
和
会
館
訪
問
ツ
ア
ー 

 
 

集
合
時
間 

7

：45 

集
合
場
所 

鹿
児

島
中
央
駅
西
口
（
バ
ス
の
前

に
ノ
ボ
リ
を
立
て
る
な
ど
し

て
案
内
し
ま
す
） 

＊
動
く
分
科
会
は

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
大
会
参
加
費
以
外
に
バ

ス
代
等
が
か
か
り
ま
す
。 

 

▼ 

閉

会

集

会

・

パ

レ

ー

ド 

1
3
:
3
0

～15:
0
0
 

鹿
児
島
市
み
な
と

大
通
り
公
園 パ

レ
ー
ド
は
、
公
園
か
ら
鹿

児
島
中
央
駅
手
前
の
高
見
橋
ラ
イ
オ
ン

ズ
公
園
ま
で
（
流
れ
解
散
） 

 

※
各
会
場
の
地
図
等
の
詳
細

は
、
「
大
会
し
お
り
」
に
載
せ
ま
す 

 

１
１
月
１
３
（
月
） 

 

★ 

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
企
画 

馬
毛
島

基
地
建
設
反
対
・
現
地
交
流
（
西
之
表

市
） 

集
合  

7

：00

（
予
定
） 

場

所 

鹿
児
島
本
港
南
埠
頭
旅
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル 

往
路 

 
7

：30 

鹿
児
島
港
発 

→
  9

：05 

種
子
島
着 

交
流
・
昼
食
等 

復
路 

14

：00 

種
子
島
発  

→
 15

：35 

鹿
児
島
港
着 

＊
日
程
や
集
合
場
所
な
ど
の

詳
細
は
、
大
会
当
日
に
お
配
り
す
る

「
大
会
し
お
り
」
に
載
せ
ま
す
。 

＊
種
子
屋
久
高
速
フ
ェ
リ
ー

利
用 

 
 

 
 

＊
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。 

大
会
参
加
費
以
外
に
、
フ

ェ
リ
ー
代
約18,000

円
と
参
加
費
等

1,000

円
が
か
か
り
ま
す
。
（
参
加
費
の

欄
参
照
） 

 

動
に
協
力 

に 

第三種郵便物認可   2340号      平 和 新 聞  2023年 12 月 25 日(月曜日）  （２） 

 

常
任
理
事
会
を
開
催 

 

 

 

戦

争

あ

か

ん

平

和

パ

レ 

❘

ド

（

土

） 

 

原
水
協
６
・９
行
動 

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

常
任
理
事
会
を
開
催 

旭
区
平
和
パ
レ
ー
ド

原
水
協
６
・９
行
動 


